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特許事務所の皆様！

知財業務の省力化・効率化は必須ですね。
たとえば、こんなことありませんか？

日々のルーチンワークで同じ
作業を毎回繰り返し。
効率化したい・・・

人手が足りない・・・

お客様ごとに書式が違っていて
面倒・・・

アクセス先がいろいろあって
外国文献の取得は煩雑・・・

レイテックの

特許事務所様向けRPAシナリオパッケージ が解決します！

最近、RPAとか、ソフトウェアロボットとか
聞くけど、

何ができるの？
知財業務でも使えるの？

疲れてくると作業ミスをしてしまう・・・

でも、期限があるものは絶対にミス
できない・・・
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PCT出願業務の手続きが煩雑で
処理が大変。

だれか手伝ってくれないかな？



特許事務所様向け RPAシナリオパッケージ

特許事務所様で汎用的に利用が可能なシナリオとRPAツール(WinActor)をパッケージとして提供いたします。
シナリオは後からの追加も可能です。

顧客（企業） 国内特許事務所

ファイル送受信サービス

・引用文献
・公開番号
・その他、
ファイル、情報

各国特許庁

特許管理
システム

請求処理
システム

事務担当

技術担当

データ情報突合

受付・
データ投入 出願

情報取得

請求書作成

事務担当
請求書送付

特許庁
書類受信納品

①
②

③

④
⑥

⑤

日本特許庁

技術担当

事前処理・サマリー報告・エラー報告⑦
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特許事務所様向けシナリオ

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、他)

(b) ファイルを送受信サービスからダウンロード、格納・印刷

(c) 顧客案件の特許管理システムへの登録

②特許庁への出願

(a) Wordで作成した明細書原稿から特殊文字の画像データ抽出

(b) 電子出願用のhtmlファイルの作成

(c) 特許庁から受信した書類の取得・格納

(d) 特許庁から受信した書類の記載情報を管理システムに登録

(e) 顧客への包括納付案件を準備

③顧客への納品

(a) 顧客への納品データ自動作成(お客様ごとに対応)

④各国特許庁からの情報取得

(a) PCT公報の機械翻訳入手、または機械翻訳を実施し、保存

(b)引例の英文抄録の取得、保存

(c)引用特許文献のダウンロード、所内システムへの格納

(d) 海外特許情報サイトで特定時刻に関連情報を検索し、文献取得

(e) PCT出願の各担当庁から受信した書類を分別、必要文献を入手

⑤データ情報突合

(a) 外部データと比較し、審査請求期限のダブルチェック

⑥請求書の処理

(a) 請求書作成、送付

⑦事前処理・サマリー報告・エラー報告

(a) 事前処理・サマリー報告・エラー報告



レイテックはバリエーションのある料金体系を用意しています。

WinActorには自動化する業務の流れ（シナリオと言います）を記述可能なフル機能版と、
フル機能版で作成したシナリオを実行出来る（作成は出来ない）実行版の２種類があります。

1.自動化する業務の流れ(シナリオ)をレイテックが作成・変更 (お客様は作成・変更不可)
(a)年間一括払い

シナリオ使用料 (年間使用料) １つあるいは複数 次ページの表を参照ください
WinActor実行版（年間ライセンス） 24.8万円/ライセンス

(b)月額支払い(年間契約)
シナリオ使用料（月額支払い(年間契約)） １つあるいは複数 「1つ(3つ)のシナリオの導入例」の
WinActor実行版（月額支払い(年間契約)） 表を参照ください

2.自動化する業務の流れ (シナリオ)をレイテックが作成・変更（お客様も作成・変更可能）
年間一括払い
シナリオ使用料 (年間使用料) １つあるいは複数 次ページの表を参照ください
WinActorフル機能版（年間ライセンス） 90.8万円/ライセンス

3.自動化する業務の流れ (シナリオ)をお客様が作成・変更
年間一括払い
WinActorフル機能版（年間ライセンス） 90.8万円/ライセンス

料金体系
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特許事務所様向けシナリオ使用料
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(1)上表はシナリオの使用料です。これ以外に以下のいずれかのRPAツール(WinActor）のライセンス費用が必要です。

(a)フル機能版：年間 90.8万円/ライセンス (b)実行版：年間 24.8万円/ライセンス

(2)複数のシナリオを組み合わせての導入が可能です。後からの追加も可能です。

(3)上記表のシナリオ使用料は標準料金です。導入時のお客様向けのカスタマイズの内容によっては、変わる場合がございます。

(4)シナリオ使用料は、以下を含みます。

(a)導入時のお客様向けのカスタマイズ費用、セットアップ費用 (b)シナリオの保守サービス費用

(5)シナリオ使用料は保守サービスを含みますが、お客様のご要求によるシナリオの変更については、別料金が発生します。

(6)月額支払い(年間契約)も可能です。月額は、上記料金の5%増しの1/12です。

知財業務 特許事務所様向けシナリオ
シナリオ使用料(年間)

- 初年度

シナリオ使用料(年間)

- 2年目

シナリオ使用料(年間)

-3年目以降

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷) 18万円～ 9万円～ 6万円～

(b) メールで参照するファイルを送受信サービスからダウンロード、格納・印刷 26万円～ 13万円～ 9万円～

(c) 顧客案件の特許管理システムへの登録 34万円～ 17万円～ 11万円～

(a) Wordで作成した明細書原稿から特殊文字の画像データ抽出 30万円～ 15万円～ 10万円～

(b) 電子出願用のhtmlファイルの作成(画像ファイルへのリンク情報付与) 30万円～ 15万円～ 10万円～

(c) 特許庁から受信した書類の取得・格納 16万円～ 8万円～ 5万円～

(d) 特許庁から受信した書類の記載情報（担当審査官等）を管理システムに登録 34万円～ 17万円～ 11万円～

(e) 顧客への包括納付案件を準備 34万円～ 17万円～ 11万円～

③顧客への納品 (a) 顧客への納品データ自動作成(お客様ごとに対応) 34万円～ 17万円～ 11万円～

(a) PCT公報の機械翻訳入手、または機械翻訳を実施し、保存 26万円～ 13万円～ 9万円～

(b)引例の英文抄録の取得、保存 26万円～ 13万円～ 9万円～

(c)引用特許文献のダウンロード、所内システムへの格納 38万円～ 19万円～ 13万円～

(d) 海外特許情報サイトで特定時刻に関連情報を検索し、必要な文献を取得 30万円～ 15万円～ 10万円～

(e) PCT出願の各担当庁から受信した書類を分別し、必要な文献を取得 52万円～ 26万円～ 17万円～

⑤データ情報突合 (a) 外部データと比較し、審査請求期限のダブルチェック 42万円～ 21万円～ 14万円～

⑥請求書の処理 (a) 請求書作成、送付 34万円～ 17万円～ 11万円～

⑦事前処理・サマリー報告・エラー報告 (a) 事前処理・サマリー報告・エラー報告 20万円～ 10万円～ 7万円～

①顧客からの受付・データ投入

②特許庁への出願

④各国特許庁からの情報取得



1つのシナリオの導入例
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1. 自動化する業務の流れ(シナリオ)をレイテックが作成・変更　　　(お客様は作成・変更不可)　

  (a) 年間一括払い

初年度 2年目 3年目以降

24.8万円 24.8万円 24.8万円

シナリオ使用料

(右のシナリオ１つを導入する場合の例)

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷)
18万円～ 9万円～ 6万円～

42.8万円～ 33.8万円～ 30.8万円～

  (b) 月額支払い(年間契約)

初年度 2年目 3年目以降

シナリオ使用料

(右のシナリオ１つを導入する場合の例)

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷)

2. 自動化する業務の流れ (シナリオ)をレイテックが作成・変更可能　  　（お客様も作成・変更可能）　  

  年間一括払い

初年度 2年目 3年目以降

90.8万円 90.8万円 90.8万円

シナリオ使用料

(右のシナリオ１つを導入する場合の例)

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷)
18万円～ 9万円～ 6万円～

108.8万円～ 99.8万円～ 96.8万円～

項目

WinActorフル機能版ライセンス

合計

3.7万円～ 2.9万円～ 2.6万円～

項目

WinActor実行版ライセンス

合計

項目

WinActor実行版ライセンス

合計



3つのシナリオの導入例
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1. 自動化する業務の流れ(シナリオ)をレイテックが作成・変更　　　(お客様は作成・変更不可)　

  (a) 年間一括払い

初年度 2年目 3年目以降

24.8万円 24.8万円 24.8万円

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷)
18万円～ 9万円～ 6万円～

④各国特許庁からの情報取得

(a) PCT公報の機械翻訳入手、または機械翻訳を実施し、保存
26万円～ 13万円～ 9万円～

⑦事前処理・サマリー報告・エラー報告

(a) 事前処理・サマリー報告・エラー報告
20万円～ 10万円～ 7万円～

88.8万円～ 56.8万円～ 46.8万円～

  (b) 月額支払い(年間契約)

初年度 2年目 3年目以降

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷)

④各国特許庁からの情報取得

(a) PCT公報の機械翻訳入手、または機械翻訳を実施し、保存

⑦事前処理・サマリー報告・エラー報告

(a) 事前処理・サマリー報告・エラー報告

2. 自動化する業務の流れ (シナリオ)をレイテックが作成・変更可能　  　（お客様も作成・変更可能）　  

  年間一括払い

初年度 2年目 3年目以降

90.8万円 90.8万円 90.8万円

①顧客からの受付・データ投入

(a) メール処理(メール選別・格納、本文・添付ファイルの格納・印刷)
18万円～ 9万円～ 6万円～

④各国特許庁からの情報取得

(a) PCT公報の機械翻訳入手、または機械翻訳を実施し、保存
26万円～ 13万円～ 9万円～

⑦事前処理・サマリー報告・エラー報告

(a) 事前処理・サマリー報告・エラー報告
20万円～ 10万円～ 7万円～

154.8万円～ 122.8万円～ 112.8万円～

7.8万円～ 4.9万円～ 4.0万円～
シナリオ使用料

(右のシナリオ3つを導入する場合の例)

合計

項目

WinActorフル機能版ライセンス

シナリオ使用料

(右のシナリオ3つを導入する場合の例)

合計

項目

WinActor実行版ライセンス

シナリオ使用料

(右のシナリオ3つを導入する場合の例)

合計

項目

WinActor実行版ライセンス


